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 要  旨 
近年、環境問題への意識の高まりから循環型社会の形成が強く叫ばれている。循環型社会形成
を妨げる要因の一つとして、資源循環のために使用済み製品を分解して部品や素材を仕分ける工
程(以下，分解工程と記す)において経済性を保つことが困難な点が挙げられる。分解工程では，
多くの場合で人手によって作業が遂行されている。その理由として、回収製品から使用可能な部
品を形状・機能を保持するように丁寧に取出し中古部品として再利用されることなどが挙げられ
る。手分解の場合、当然ながら分解における費用の多くを人件費で占めることになる。 
 分解システム設計を対象とした従来研究では、多段階に 1 つのワークステーションを配置する
という直列ラインのシステム構成を扱ってきた。しかし、直列ライン構成の分解システムが、組
立システムで研究されているパラレルステーション方式や１つの段階に複数のワークステーショ
ンを配置するセル方式より経済的に優位であるということは保証されていない。 
そこで本研究では、分解工程でのみ必要な「部品の仕分け作業」を考慮し、同種用途である取
り外された部品を同じ籠に入れる場合を取り上げ、多段階の各段階に複数のステーションを並列
に設置するパラレルステーション方式の分解システムを対象とし、その設計問題を整数計画問題
として定式化し、経済的に最適な分解システムの構成について評価及び検討を行った。実験デー
タとして作業の先行関係が完全直列型と完全並列型の 2 種類の製品を想定した場合と携帯電話と
PC の実データを用いた数値計算を行い、総分解システム費用を最小化するステーション数、必
要な工具の数、籠の数の最適値を得た。 
その結果、単一品種分解システムにおいて完全直列型作業に対するシステム構成は、完全並列
型作業のシステム構成と比較し並列に配置されるステーションが多くなり、完全並列型作業のシ
ステム構成では、同様の用途部品を取り出す作業が集約的に割当てられ段階数が増加した。完全
直列型と完全並列型の 2 種類の多品種混合分解システムの場合、完全直列型作業の混合率が小さ
い場合、その製品を処理する作業はセルに近い構成になることが判明した。加えて、実データに
よる実験ではパラレルステーション方式は直列ライン方式と同値もしくは小さい費用で分解シス
テムを構築することができた。そして、費用が同値であっても、パラレルステーション方式では
同じ用途部品を集約的に取り出すことができ、仕分けの手間が減少することが検証された。 
 
